　


　

猛暑の中、みなさんの学習意欲はいかがでしょうか。１年に３回と長期の時間的ポケットが生ずるために、なかなか学習に集中することの困難があります。しかし、資本主義がこんなにも矛盾を、敵としての脆弱点を示しているにも関わらず、我々労働者階級の反撃と抵抗が不十分であるため、好きなように労働者いじめを激しくさせています。
　実践で成果を上げるためには、科学的社会主義で武装し、理論をきちんとつかまえた労働者の指導部としての指導性です。共に奮闘しましょう。

開催日時　２０１４年９月２１日（日）

　　　　　　10時～16時30分

　開催場所　千住スポーツ公園会議室
　講座内容　『社会を変える、自分を変える』

　Ⅰ、第二部資本の再生産過程の内、「レーニンとローザ・ルクセンブルグの論争」および「ローザ・ルクセンブルグの帝国主義論」は未論議のため。
第3部 資本主義生産の総過程

Ⅱ、「総剰余価値の分配」「平均利潤・生産価格・有機的構成」

Ⅲ、「地代」「信用・銀行資本・利子」「商業資本」「暴露された『三位一体』」

　Ｐ１４３～１５８まで　レポ・東京ブロック

＊前回の宿題について

　　宿題はありませんでしたが、次回までの学習課

　題として、「再生産表式における内部と外部の交
　換がどのようにして行われるかを明らかに」が学

習テーマとして求められています。再度、復習し

てください。
　　学習の前段に復習テーマとしてこれを取り組みます。
　
　
　さて、前回の学習の復習から始めることにします。
　が、その前に、前々回の剰余価値について須藤行彦さんから、特別レポートが出されていました。数式等の理解はレポを参照していただくとして、大切な概念を整理しましょう。まず搾取です。資本による剰余価値の取得だという理解です。労働者の労働の成果である労働生産物を無償で資本家が手にすることを言います。続いて、「絶対的剰余価値」の生産とは何か？　それは、労働時間を延長することで資本が手にする剰余価値のことです。しかし、１日は２４時間ですから、労働時間の延長は限界があることも理解しておきましょう。では資本は剰余価値をどのようにして増大させるのか？　それが、「相対的剰余価値」の生産と呼ばれるものです。簡単に言えば、必要労働を短縮させるということです。そのためには科学の発展がカギになりますが、技術的な構成を高めることで、必要労働時間を短縮し（労働力の価値の低下を伴う）、剰余労働の増大を図ることで資本は獲得します。須藤レポで大切な提起を再録しますが、相対的剰余価値の資本による取得で、労働の強度の増大があります。労働の強化は労働時間の内包的増大として個別労働者の労働を引き出しますが、社会的標準の労働強度を外延的に増大させる効果を生み出します。たとえばベルトコンベアの回転速度を上げることで労働の強度が増しますが、これも相対的剰余価値取得の、個別的・特殊な方法であること。資本主義的合理化は剰余価値取得では、さまざまな方法を取る、このこともしっかり理解を深めましょう。資本主義的生産は常に競争を条件として生産活動が行われます。このような意味で、資本はより高い生産力を用いて、他の資本に打ち勝ち、市場の支配を獲得しようとします。上がった生産力は商品の個別的価値を低くし、それを社会的価値により売ることで、この価値差額で剰余価値を増大させます。これを特別剰余価値の取得といいます。
　第四章「資本主義的蓄積の一般法則」
　資本制生産は資本の蓄積としてあらわれる

資本はその強制的な法則である剰余価値生産における剰余価値の法則が常に支配するということ、その結果として、資本関係を、資本家は資本家として、労働者は労働者として階級対立を含んだ関係が再生産されるという関係を生み出し、資本に支配されたこの両階級は「疎外」、すなわち自らが生み出したものに支配されるというという関係をも作り出します。

　これら資本主義的再生産は、「資本の蓄積」として表れます。しかし、資本主義的生産は同じ規模での再生産ではありません。その主な理由は、資本の目的が剰余価値の生産にあるからです。この剰余価値の一部は原資本に追加されるという運動を繰り返し、拡大再生産へ突き進むのです。この資本による拡大再生産を「資本の蓄積」と呼びます。
　重要なことは、資本蓄積は不変・可変資本の割合が高度化されていくということの理解です。この割合は価値の面からみると、「資本の価値構成」と呼ばれ、一方、この価値構成は技術的構成を反映する限りで「有機的構成」といわれる。資本の蓄積はこの有機的構成の高度化を通して行われます。資本構成の高度化は技術的構成をそのまま反映しないが、蓄積の進行で、資本は相対的に不変資本（生産手段の集積）が増大し、可変資本が減少するのです。このような仕方による資本の蓄積は「資本の集積」と呼ばれる。さらに、多数の小資本が少数の大資本に吸収されるという「資本の集中」で、資本の蓄積は集中を通して飛躍するのです。
　資本の集積・集中は産業予備軍を増大させる

　資本の有機的構成の高度化は集積、集中により高度化しますが、蓄積の進行は、可変資本部分の減少（相対的に）を招きます。労働力に対する需要の増大は賃金を騰貴させますが、資本は労働者を機械に置き換えることで（有機的構成の高度化）労働者は相対的に過剰な状態に置かれます。これにより「相対的過剰人口」＝「産業予備軍」が作り出されます。資本が資本のために作り出した過剰人口です。自然的人口増加とは全く関係なく資本主義社会が作り出した過剰人口です。産業予備軍の三つの形態は省略します。

　資本蓄積の進行と資本主義の没落

　社会主義が科学的になったといわれていますが、資本主義が自動崩壊しないという理解とともに、資本主義没落の担い手が誰であるかを明らかにすることが大切な理解です。蓄積の進行とともに資本主義の没落を準備し、歴史発展の原動力は階級闘争をになう労働者階級、それも組織され、訓練された労働者だという理解と確信です。この法則の理解をさらに深めあいたいと考えます。
　二部門資本の流通過程
　第一章　資本の諸変態

　資本の循環

　ここでは資本の基本的な循環を示します。

　１、貨幣資本の循環

　２、生産資本の循環

　３、商品資本の循環

　テキストを入念に検討し、理解を深めたレポで
した。循環では特に理解を深めたいのは循環の中
に流通過程と生産過程の形態の理解です。

　どこで商品価値が、余価値生産が行われるか、
です。
　資本の回転
　資本はその自己増殖、剰余価値をどれだけ多く
獲得するか、利潤を上げるかが使命です。
　そのため、先の循環運動を繰り返しますが、そ
の循環を早め、利潤を増やすためには、回転を早
めることが、時間を節約することを求められます
　資本の回転にとって
　１、期間と生産期間の短縮
　２、流通機関の短縮
　これらが重要なカギになります。
　

　二章　社会的資本の再生産
　学習課題として再学習を、特に内部・外部の

交換がどのようにして行われるか、ここの理解が

求められていますから、中央講座で復習すること

とし、具体的なことは省略いたします。

　次回のレポートは東京ブロックが担当です。

今から準備をよろしくお願いします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　以上






　　　　　　２０１４年８月5日
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